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日本プロセス株式会社（証券コード：9651） 

電鉄、電力向け等の制御系システムが好調 

 
上場市場：ジャスダック 
URL： www.jpd.co.jp 
説明会開催日：10年 1月 20日 
株価（10年 2月 1日終値）：810円 
売買単位：100株 
1株当り配当金(10年 9月期予想)：30円（通期の配当金で、09 年 11 月期中間決算短信より抜粋） 
1株当り利益（10年 9月期予想）：30.79円（同上） 
 
（１）会社概要 

 同社はシステム開発がメインで、交通機関、電力などの制御系システム開発を始め、組込系、

基盤系、業務系の 4 つの事業に分けられる。これらシステム開発事業に検証、システム構築とい
った情報サービスがあり、主に子会社が受け持っている。08年 6月からスタートした中期経営計
画ではシステム開発から検証、保守・運用、構築までのフルラインを「トータル・ソフトウェア・

エンジニアリング・サービス」（以下、「Ｔ－ＳＥＳ」）と称し、顧客に最適なサービス提供を行う

ことを打ち出している。 
10 年 5 月期第 2 四半期決算の事業別売上高は、制御系 10 億円、組込系 6.1 億円、基盤系 1.4
億円、業務系 2.3億円、情報サービス 2.4億円と計 22.2億円、事業別の営業利益は制御系が 2.6
億円（営業利益率 25.7％）で、以下、1.1億円（同 18.3％）、36百万円（同 26.7％）、▲38百万
円（同▲16.6％）、32百万円（同 13.3％）と計 81百万円なる（注：連結ベースでの営業利益は消
去または全社分▲3.2億円が含まれるために、合計では 80百万円となる）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

TRI-F 新興市場銘柄紹介 

業績推移（連結決算ベース）

EPS BPS 配当金
08年5月期 5,500 504 253 47.3 1,432.8 30
09年5月期 5,131 354 178 31.1 1,436.0 30
10年5月期（予）
　期初計画 4,850 305 175 30.8 30

　08年11月期中間 2,523 110 32 5.7 15
　09年11月期中間 2,222 97 55 9.8 1,438.3 15
　進捗率(%) 45.8 31.8 31.4
注：

　「期初計画」は09年5月期決算発表時の数値。

　進捗率は10年5月期の修正後計画に対する09年11月期中間決算の達成率。

出所：会社の決算短信などをもとに当社作成
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（２）注目ポイント 

 10 年 5 月期下期の取り組みは、大きくは以下の 3 点を重要視している。1 つ目が制御システム

を一層強化するために経営資源を同事業にシフトを図っていく、2 つ目が画像処理技術センター

を設立し、携帯電話や衛星の画像処理システムといった「画像」分野の技術強化を図る、3 つ目

が 2 年前から推進してきたＰＭＯ（プロジェクトマネジメントオフィス）による管理力や品質力

向上による不採算プロジェクト削減を徹底する、という 3点を掲げている。 

中期的な視点では、来期の業績がボトムでその後、業績回復シナリオを描いている。その実現

に向けてビジネス構造の転換を図っている。各事業間に関連性を持った取り組みは従来、余り機

能していなかったが、今後は同社の得意とする制御系と組込系をより引き立てるために業務系や

情報サービス分野との相互関係の強化を図っていく方針である。 

この他、中期的な取り組みとしてはＭ＆Ａに注目したい。同社は①Ｔ－ＳＥＳとして強みが発

揮できること②Ｔ－ＳＥＳ以外の事業で、事業を継続する場合、原則として別会社にて継続する

こと、という２つの基準でＭ＆Ａを計画している。09 年 11 月末時点で無借金であり、現預金は

年間売上高に匹敵する 54 億円という豊富な資金を有している。それだけに、資金の有効活用を行

う上でも、事業に弾みがつくと期待されるＭ＆Ａが、同社の基本方針に沿って実現していくかど

うかが、注目されよう。 

（３）今期の事業方針 

同社が位置する情報サービス業界は、派遣（リソース）提供型とサービス付加価値提供型が進

むとみており、その中で同社の強みである制御や組込を対象にした付加価値重視の方針を打ち出

している。 

例えば、電機メーカーのコアコンピタンスは製品の企画・開発に求め、ソフトウェアの開発な

どは外部に委ねる傾向がある。こうした動きを睨んで、制御系分野への人材シフトを鮮明にして

いる。ちなみに、制御系は新幹線、在来線など電鉄の運行業務関連分野や電力関連が順調に業績

を伸ばしており、ここに活路を見出している。もう１つは画像処理で、対象は防災、防衛関連が

好調である。画像処理関係は 09 年 4 月に画像処理技術センターを立ち上げ、同分野で特色が出せ

るよう取り組んでいる。 

もう１つはＰＭＯによるプロジェクト管理の徹底で、品質管理、プロジェクトの管理などによ

って不採算プロジェクトの削減を目指している。 

こうした取り組みを背景に、同社の収益は下期に偏る傾向があるものの、大部社長のコメント

によると、足元の業績は単価ベースでは底を打った、進捗ベースも上半期マイナスが続いたが 11

月はプラスに転じてきた、など明るい兆しが出てきている。ただ、受注残高ベースでは、前年同

期比で回復基調が明確になったというほどではないとのことから、プラス材料、マイナス材料が

ともにあるものの、今下期は全体的には戻り歩調がより鮮明になると期待される。 

（４）中期目標実現に向けた取り組みについて 

10 年 5 月期の売上高が 48.5 億円、経常利益が 3億 5百万円、それが 11 年 5 月期では売上高が

横ばいの 48.5 億円、経常利益は積極的な新規採用による販売・管理費等の上昇で 2 億 20 百万円

の減益計画となっている。そして、12 年 5 月期に売上高 51 億円、経常利益 3億 10 百万円と増収・
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増益を見込んでいる。ただ、ここ数年、減収傾向がみられるだけに、12 年 5 月期計画で漸く減収

が下げ止まるというシナリオを描いている。 

これを実現するための取り組みとしてビジネス戦略の転換を掲げている。 

同社の強みである制御系、組込系をコアにして、その他の事業に展開できるようなシナジー効

果が見込まれる戦略への転換を図る方針である。例えば、電鉄関係の制御システムの受注だけで

なく、業務系である発券システムの受注に繋がるように取り組んだり、映像の強みを活かしてＯ

Ａ映像関係へと他領域・他顧客へ拡大するようなビジネスになるよう心掛けている。 

もう１つは新規分野への参入やＭ＆Ａの積極化が、事業拡大に不可欠であろう。 

同社の 09 年 11 月期末の現・預金残高が 54 億円にも上っている。これは 10 年 5 月期の売上高

計画 48.5 億円を上回っているだけでなく、同社の時価総額 46 億円（注：10 年 2 月 1日現在）よ

りも高い水準である。潤沢な資金を有効的に活用できるかどうかが、マーケットからは問われそ

うなだけに、事業拡大策としてＭ＆Ａをどう活用していくかが注目されよう。 

この点、大部社長も認識している。同社の 09 年 9 月から 11 月までの第 2 四半期の販売実績は

トップが日立製作所の 4 億円（全体の 35％）、2 位が東芝の 2 億円（同 17.4％）となっている。

同社はＭ＆Ａの基本方針を打ち出しているが、具体的な買収先候補は日立や東芝ではなく、例え

ば、ＮＥＣや三菱電機などを主力取引先とした制御系、組込系の分野に強い企業を想定している。

現時点では、具体的な案件はみられないものの、こうした企業群の中から企業買収の実現が望ま

れよう。 

 

【参考１】財務諸表にみる 

 08年 5月期を１として、直近の数値（会社予想を一部含む）と比較すると、安全性は良好であ
る。その一方で、収益力の低下が目立っている。豊富な現預金を有しているだけに、収益力を高

めるような資金使途が今後一層重要性を増していくと思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：

成長性は売上高、収益性は経常利益率

安全性は株主資本比率、資産効率は総資産回転率

各指標は08年5月期を全て１として、直近時(青色の太線）と比較した。

出所：会社の資料をもとに当社作成
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